
東京都公民館連絡協議会職員部会 第７回（報告） 

 

日時 令和元年１１月２０日 午後２時～午後４時 

会場 日野市中央公民館高幡台分室 講座室１ 

 

出席者 ・小松（昭島市）・辻口（国立市）・矢嶋（町田市） 

    ・泉（狛江市）・山本（西東京市）・松浦（福生市）・高木（東大和） 

・倉澤（小金井）・佐藤、森谷（日野市）・細淵（小平市） 

 

１ 事務局より 

◆職員部会ニュース１０・１１月号、東大和、昭島市の原稿受領 

⇒次回部会までに発行見込 

 ◆職員部会研修の記録確認 

  ⇒修正点等あればいただく：市名、日にちの誤りを確認・修正 

◆東京都公民館連絡協議会企画委員会の報告 

  ⇒東京都公民館研究大会要項１０月１８日〆切後、調整して提出 

 

２ 協議事項 

東京都公民館研究大会課題別集会テーマ等の決定の経緯 

⇒前回の部会で決まったテーマを若干修正した。 

  討議内容は顧問、副部会長、西東京市の方々に意見をいただいた。 

  今回の台風被害を受けて、このテーマに行き着いた点を大切にする。 

  先週の西東京市の話し合いを受けてのたたき台をもとに今日は話し合う。 

  役割分担は次回の部会で確定させる。（山本さんは司会の方向で調整中） 

  山本さんより説明 

  ・はじまりのあいさつ 

  ・西東京市各公民館の防災事業紹介（助言者：小野さん） 

  ・防災カードゲームを６人１グループで体験⇒特色となるものを絞る 

  ・休憩後、西東京市の事例発表（PDCA をまわして講座を企画してきた） 

  ・休憩後、質問後にグループワーク（助言者：岩松さん） 

   ○グループワークのテーマは？（以下、意見） 

「防災を通じて公民館の役割をどう示すかを話し合っては」 

「時間配分として５０分というのは短いのではないか」 

「災害の問題をどこまで引きずるのかが課題」 

「公民館と防災をからめるところにこだわりすぎない方が」 

「職員以外の人もおいてきぼりにならないよう配慮があれば」 



以上の意見も踏まえて岩松さんからの提案↓ 

①今回、円卓（えんたくん）は使わない。グループワークは行う。 

②各グループで講座案を作ってみる。「防災」を起点とするが、 

あまり「防災」にとらわれずにテーマ、講師・・など作ってみる。 

どこかの市の企画書式を借用して、今後に活かせるようなものを。 

 ⇒企画書のフォームは提供いただけるか？そのままが困難なら、 

 各市、支障のない範囲で持ち寄って作ってみるでもよいし。 

 

次回への課題 

・全体のプログラムの進行案の確定 

・グループワーク等時間配分の確認 

・当日の役割分担 

 

あわせて助言者２名との最終打ち合わせを行うため、１月の職員部会は 

１月２２日（水）とすることで調整。会場は追ってお知らせの予定。 

 

３ 情報交換 

  ・狛江市からの調査依頼について⇒次回まで 

  ・西東京市、町田市、小平市から事業紹介 

   

・研究大会に市民から申し込みがあった場合の対応について質問 

  ⇒基本は手持ちで大会事務局（昭島市）に。職員、公運審などは振込で。 

  ※会議では「狛江市」と誤ってお伝えしていました。おわびします。 

 

   その後、郷土資料館の展示を学芸員から案内して解散。 


